













































として、周恩来らによるアフリカ諸国への訪問がある。訪問は 1963年 12月 14日から 1964








































支援を行っており、このツチ族難民は 1963 年 12 月にブルンジからルワンダへ侵攻してい
る。さらに、ザンジバルでの革命にも中国が関与していたと言われている。 
 周恩来らのアフリカ諸国訪問も、第二次コンゴ動乱の開始やルワンダの反政府組織の侵

































しかし、「第二回 A・A 会議」が開催に至らなかったことは、既に文革以前の 1960 年代前
半の時点で、中国のアフリカにおける影響力拡大が順調ではなかったことを示すものであ
る。そして、この経験は、現在に至るまでの、中国の対アフリカ政策に影響していると、
筆者は考える。 
